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①大学（薬･香薬以外）

Ⅰ期A日程

化学基礎

いずれも教科書の例題や章末問題で扱う基礎基本的なレベルの問

題である。Ⅰ混合物から純物質を取り出す手法について問う問題

である。周期表を用いた各族の性質や用語の意味を理解しておれ

ば、解ける。Ⅱ陽イオンと陰イオンの組み合わせでできる物質の

組成式や名称を問う問題。Ⅲ化学の基礎法則を扱った問題、物質

量に関する問題や化学反応式を用いて量的関係を扱う基礎的内容

に関する問題。酸・塩基に関する基本的な内容やｐHと水素イオ

ン濃度の関係を問い、中和反応を用いて水溶液中のイオンの濃度

の比を問う問題である。Ⅳ金属のイオン化列を用いて酸との反応

性を問う。酸化還元に関する電子の移動に着目したイオン反応式

の完成と、導いたイオン反応式から量的関係を用いた未知の水溶

液の濃度を求める問題である。高校時代に化学基礎の授業にしっ

かり取り組んでいれば、解答を導くことのできる素直な問題で構

成されている。
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1徳島文理大学 2025ⅠＡ理・人・保・総・文 化

151

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

化学基礎	 Ⅰ期Ｂ日程

Ⅰ
1　ア　Be　　　　　イ　Si　　　　　ウ　P

2　⑴　S(K2 L8 M6) ⑵　Al 3+(K2 L8)

3　Na

4　F,  Cl

5　Ne

6　F

7　Ne，Ar

Ⅱ
1　イ

2　イ，エ

3　なし

4　イ，ウ

5　ウ

Ⅲ
1　ア，オ

2　ウ，カ

3　ア，カ

Ⅳ
1　エ

2　エ

3　イ

4　ウ

5　ウ

6　エ

7　オ

8　エ

Ⅴ
1　2 * 0.10 mol/L *(20/1000)L = 4.0 * 10 -3 mol

2　吸収されたアンモニアを x mol とすると中和点では次の
式が成り立つ。

2 * 0.10 mol/L *(20/1000)L
= 1 * x mol + 1 * 0.10 mol/L *(10/1000)L

x = 3.0 * 10 -3 mol

3　22.4 L/mol *(3.0 * 10 -3)mol = 6.7 * 10 -2 L

4　硫酸とアンモニアから生じた硫酸アンモニウムは，強酸
と弱塩基からなる正塩であり，水溶液中で加水分解して
弱酸性を示す。この滴定では硫酸ナトリウムのほかに硫
酸アンモニウムも生成しているので，滴定の終点は弱酸
性になる。よって指示薬として変色域が pH3.1～ 4.4の
メチルオレンジを用いる。

理 工 学 部 　
人間生活学部 　
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部 　
文　学　部 　

化学基礎	 Ⅰ期Ａ日程

Ⅰ

1
⑴ ⑵ ⑶ ⑷

ウ エ イ ア

2
⑴ ⑵ ⑶

イ エ ウ

3
⑴ ⑵ ⑶

イ エ キ

Ⅱ

1

ア イ

Mg(OH)2

水酸化マグネシウム
MgO

酸化マグネシウム

ウ エ

MgSO 4

硫酸マグネシウム
Al(OH)3

水酸化アルミニウム

オ カ

Al 2O 3

酸化アルミニウム
Al 2(SO 4)3

硫酸アルミニウム

2
⑴ ⑵

× ○

3
⑴ ⑵

0.25 mol 1.5 * 10 23

Ⅲ

1 ⑴ （　4：1　） ⑵ ア…（ ③ ） イ…（ ② ）

2 🄐🄐🄐🄐🄐🄐40　　　mL 🄑🄑🄑🄑🄑 672　　　mL

3 ⑴ 1000d イ 10da ウ

4 ⑴ pH =　6 ⑵ 1.0 * 10 3 (または 1000) 倍

5 [OH-]：[SO42-] =（　　4　：　3　　）

10da
M

Ⅳ

1
🄐🄐 🄑🄑 🄒🄒 🄓🄓 🄔🄔

Li Zn Al Cu 不働態

2

⑴ ビュレット

⑵
ア イ ウ

8 5 4

⑶ 0.12 mol/L
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